
2025 年 2月 12 日 

中部電食防止委員会事務局 

 
2025 年度 第 3 回常任幹事会 議題 

 

（１）前回常任幹事会議事録確認（書面決議） 
 

（２）各社 2025 年度電気防食設備設置状況 
・名古屋市交通局   （資料 No.2025-32） 

・名古屋鉄道     （資料 No.2025-33） 
・愛知県企業庁    （資料 No.2025-34） 

・三重県企業庁    （資料 No.2025-35） 
・名古屋市上下水道局 （資料 No.2025-36） 

・東邦ガスネットワーク（資料 No.2025-37） 
・サーラエナジー   （資料 No.2025-38） 

・金沢エナジー    （資料 No.2025-39） 
 

（３）電気設備の新規・変更及び電食防止対策に関わる 2026 年度事業計画の調査につ
いて（ご審議）（資料№2025-40） 

 
（４）中部総会・他地区総会日程（案）（ご審議）（資料№2025-41） 
 
（５）第 53 回研修会（案）（資料№2025-42） 

 

（６）第 60 回電食防止講習会開催報告（資料 No.2025-43） 
 

（７）第 66 回中部・関西電食防止合同研究発表会開催報告（資料 No.2025-44） 
 

（８）電食防止講習会 開催場所に関するアンケートについて（案）（資料 No.2025-45） 
 

（８）第 158 回電食防止研究委員会議事録（資料№2025-46） 
 

＜次回（2025 年度第 4回常任幹事会）開催予定＞ 
・日時：2026 年 4 月 6日（月）16：00～ 

議題：2025 年度電気防食設備設置状況、第77回総会資料（案）、第77回総会役割（案）、電気
設備の新規・変更及び電食防止対策に関わる2026年度事業計画とりまとめ結果、 

電食防止研究委員会報告 他 
・2026 年度 常任幹事会開催日程 第 1回 7 月 6 日（月）16：00～ 

                第 2回 10 月 1日（木）16：00～ 
               第 3回 未定 

               第 4回 未定 
・合同研究発表会（第 67 回：中部）11月 

以 上 



2025 年 10 月 22 日 

   中部電食防止委員会事務局 

 
中部電食防止委員会 2025 年度 第２ 回常任幹事会 議事録 

 
１ ． 日時 

 2025 年 10 月 22 日( 水) 16： 00～16： 30 

 

２ ． 場所 

 Web 会議シス テム（ Zoom） と 対面（ 東邦ガス 会議室） の併用 

 

３ ． 出席者（ 順序不同）  

中部大学           ： 高橋会長    出席 

名古屋工業大学        ： 川崎副会長   出席（ 座長）  

中部大学           ： 櫻井副会長   出席 

名古屋工業大学        ： 安井常任幹事  欠席 

中部大学           ： 山本常任幹事  欠席 

東海旅客鉄道㈱                ： 岡庭常任幹事  出席 

東日本旅客鉄道㈱       ： 降駒常任幹事  欠席 

西日本旅客鉄道㈱       ： 久保常任幹事  欠席 

名古屋市交通局        ： 安藤常任幹事  出席 

名古屋鉄道㈱         ： 松本常任幹事  出席 

近畿日本鉄道㈱           ： 伊藤常任幹事  出席 

西日本電信電話㈱       ： 鈴木常任幹事  出席（ 対面）  

東日本電信電話㈱       ： 牛越常任幹事  欠席 

愛知県企業庁         ： 田中常任幹事  出席 

名古屋市上下水道局      ： 松井常任幹事  出席 

中部電力パワ ーグリ ッ ド ㈱   ： 上野常任幹事  欠席 

東邦ガス ネッ ト ワ ーク ㈱    ： 伊藤常任幹事  出席 

中部大学           ： 橋本委員    欠席 

名古屋工業大学        ： 青木委員    欠席 

事務局( 東邦ガス ネッ ト ワ ーク ㈱) ： 安達事務局長、 前田書記、  

野澤書記（ 記） 、 近藤書記（ 記） （ 対面）  

 

☆Zoomでの参加者を出席と 記載。  

 

４ ． 配布資料 

（ 1） 名古屋市交通局 2025 年度電気防食設備設置状況          （ 資料 No. 2025-19）  

（ 2） 名古屋鉄道( 株) 2025 年度電気防食設備設置状況          （ 資料 No. 2025-20）  

（ 3） 愛知県企業庁 2025 年度電気防食設備設置状況           （ 資料 No. 2025-21）  

（ 4） 三重県企業庁 2025 年度電気防食設備設置状況               （ 資料 No. 2025-22）  

（ 5） 名古屋市上下水道局 2025 年度電気防食設備設置状況          （ 資料 No. 2025-23）  

（ 6） 東邦ガス ネッ ト ワ ーク ( 株) 2025 年度電気防食設備設置状況  （ 資料 No. 2025-24）  

（ 7） サーラ エナジー（ 株） 2025 年度電気防食設備設置状況     （ 資料 No. 2025-25）  

（ 8） 金沢エナジー( 株) 2025 年度電気防食設備設置状況        （ 資料 No. 2025-26）  

（ 9） 第 14 回 実務者向け電食防止勉強会開催報告         （ 資料 No. 2025-27）  

（ 10） 第 66 回 中部・ 関西電食防止合同研究発表会（ 案）      （ 資料 No. 2025-28）  

（ 11） 研修会行先に関する アンケート の実施（ 案）          （ 資料 No. 2025-29）  

（ 12） 第 156 回 電食防止研究委員会議事録           （ 資料 No. 2025-30）  

（ 13） 第 157 回 電食防止研究委員会議事録           （ 資料 No. 2025-31）  

 

 



５ ． 議事 

（ １ ） 前回常任幹事会議事録確認（ 書面決議）  

前回議事録（ 案） と し て事前にメ ール済みであり 、 修正事項等なく 、 承認さ れた。  

 

（ ２ ） 各社 2025 年度電気防食設備設置状況 

・ 名古屋市交通局 2025 年度電気防食設備設置状況  （ 資料 No. 2025-19）  

   名古屋市交通局様よ り 1 件の計画について報告があった。  

 

・ 名古屋鉄道 2025 年度電気防食設備設置状況    （ 資料 No. 2025-20）  

 名古屋鉄道様よ り １ 件の計画について報告があった。  

 

・ 愛知県企業庁 2025 年度電気防食設備設置状況 （ 資料 No. 2025-21）  

 愛知県企業庁様よ り 22 件の計画について報告があり 、 番号 5 およ び 6 の着手予定年月、  

番号 18 の設備内容、 番号 19 の名称について変更があった旨の説明があった。  

 

・ 三重県企業庁 2025 年度電気防食設備設置状況 （ 資料 No. 2025-22）  

 三重県企業庁様よ り 2 件の計画について報告があり 、 番号２  三期・ 馳出外電を追加設置する  

予定である 旨の説明があった。 （ 事務局にて代読）  

 

・ 名古屋市上下水道局 2025 年度電気防食設備設置状況 （ 資料 No. 2025-23）  

 名古屋市上下水道様よ り 3 件の計画について報告があった。  

 

・ 東邦ガス ネッ ト ワ ーク 2025 年度電気防食設備設置状況   （ 資料 No. 2025-24）  

 東邦ガス ネッ ト ワ ーク 様よ り 8 件の計画について報告があり 、番号 1 およ び 2 の完了予定年月 

が変更と なった旨の説明があった。 （ 事務局にて代読）  

 

・ サーラ エナジー2025 年度電気防食設備設置状況  （ 資料 No. 2025-25）  

 サーラ エナジー様よ り 1 件の計画について報告があり 、着手予定およ び完了予定年月が変更と  

なった旨の説明があった。 （ 事務局にて代読）  

 

・ 金沢エナジー2025 年度電気防食設備設置状況    （ 資料 No. 2025-26）  

 金沢エナジー様よ り 1 件の計画について報告があった。 （ 事務局にて代読）  

 

（ ３ ） 第 14 回 実務者向け電食防止勉強会開催報告    （ 資料 No. 2025-27）  

事務局よ り 第 14 回実務者向け電食防止勉強会における 開催内容・ アンケート 結果について報告

し た。  

 

（ ４ ） 第 66 回 中部・ 関西電食防止合同研究発表会（ 案）  （ 資料 No. 2025-28）  

事務局よ り 第 66 回中部・ 関西電食防止合同研究発表会を 2025 年 11 月 17 日に関西地区で開催予

定であり 、 講演者およ びテーマが決定し た旨を報告し 、 常任幹事会後に各会員様にご案内（ 参加

申し 込み期限： 10 月 30 日） する こ と を決議いただき 、 ご承認を頂いた。  

 

（ ５ ） 研修会行先に関する アンケート の実施（ 案）  （ 資料 No. 2025-29）  

事務局よ り 昨年度に引き 続き 研修会を実施する 方向で検討し ており 、各事業者に対し て研修会の

行先に関する アンケート 調査を行う こ と を決議いただき 、 ご承認を頂いた。  

 

（ ６ ） 第 156 回 電食防止研究委員会議事録   （ 資料 No. 2025-30）  

第 157 回 電食防止研究委員会議事録   （ 資料 No. 2025-31）  

事務局よ り 、第 156 回およ び第 157 回の電食防止研究委員会の開催状況及び議事録の内容につい

て報告を実施し た。  

 

 



 

＜次回（ 2025 年度第３ 回常任幹事会） 開催予定＞ 

・ 日時： 2026 年 2 月中旬（ 別途、 詳細は 1 月初旬にご連絡予定）  

・ 形式： リ モート ＋対面のハイ ブリ ッ ド （ 対面は東邦ガス 会議室）  

・ 議題： 電気防食設備設置状況、  

第 60 回電気防止講習会開催報告 

第 66 回中部・ 関西電食防止合同研究発表会開催報告 

第 53 回電気防止に関する 研修会（ 案）  

電鉄およ び埋設事業者の 2026 年度電気防食設備設置計画アンケート  

電食防止研究委員会報告、 他  

以 上 
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2026 年 2 月 12 日 

 

 

 

名古屋市交通局 2025 年度 電気防食設備設置状況 

 

１．電気防食装置設置状況一覧 

番号 防食路線(施設)名 防食設備内容 設置場所 関係事業者 着手年月 完了年月 通知事項 記  事 

１ 前津変電所設備更新  
名古屋市中区富士見

町７番２２号 
 令和４年８月 令和８年２月  

（整流器） 

1,500kW×3 台、4,000kW×2 台 

↓ 

1,500kW×2 台、4,000kW×2 台 

２         

３         

 

 

 

２．連絡先 
   企業名 名古屋市交通局 

部署名 技術本部車両電気部電気課 

担当者名 安藤 善文 

ＴＥＬ 052-972-3894 

   ＦＡＸ 052-972-3936 

 

 

以   上 

資料№2025-32 
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2026 年 2 月 12 日 

 

 

 

（名古屋鉄道株式会社） 2025 年度 電気防食設備設置状況 

 

１．電気防食装置設置状況一覧 

番号 防食路線(施設)名 防食設備内容 設置場所 関係事業者 着手予定年月 完了予定年月 通知事項 記  事 

１ ナゴヤ球場前変電所 変成機 
名古屋市中川区山王

３丁目１６−２８ 
― 2025.4 2026.2  

容量変更 

6000KW⇒7000KW 

２ 黒笹変電所 変成機 
みよし市黒笹いずみ

１丁目 
― 2025.4 2026.6  

容量変更 

6000KW⇒4000KW 

３         

 

 

 

２．連絡先 
   企業名  名古屋鉄道株式会社 

部署名  電気部 電気課 

担当者名 松本 翔（まつもと しょう） 

ＴＥＬ  052-825-3119 

   ＦＡＸ  052-825-3120 

 

 

以 上 

資料№2025-33 



資料№2025-34

2026年2月12日

　　愛知県企業庁　2025年度　電気防食設備設置状況

１　電気防食装置設置状況一覧

番号 防食路線（施設）名 防食設備内容 設 置 場 所 関係事業者 着手予定年月 完了予定年月 通知事項 記事

1 緑幹線和合外電
外部電源装置
60V-20A　1台

愛知郡東郷町和合新濁池地内 なし 令和7年2月 令和8年3月 更新

2 緑幹線白土外電
外部電源装置
60V-30A　1台

名古屋市緑区鳴海町字白土地
内

東邦ガス(株) 令和7年2月 令和8年3月 更新 東邦ガス(株)との干渉調査予定

3 緑幹線阿原外電
外部電源装置
60V-15A　1台

名古屋市南区阿原町地内 なし 令和7年2月 令和8年3月 更新

4
第２犬山幹線
小牧古雅整流器

外部電源装置
60V-10A　1基

小牧市古雅地内 小牧市水道 令和７年１月 令和８年１月 新設 小牧市水道との干渉調査予定

5 一宮竹橋整流器
外部電源装置
60V-10A　1基

一宮市竹橋町地内 令和７年11月 令和８年3月 更新

6 一宮中島整流器
外部電源装置
60V-10A　1基

一宮市萩原町東宮重地内 令和７年11月 令和８年3月 更新

7 幸田幹線安城小川排流器
シリコン排流器
150A　1基

安城市小川町地内 名古屋鉄道(株） 令和8年4月 令和９年2月 更新

8 豊田幹線豊田鴻ノ巣排流器
シリコン排流器
150A　1基

豊田市鴻ノ巣町地内 名古屋鉄道(株） 令和8年4月 令和９年2月 更新

9 第1刈谷線刈谷幸排流器
シリコン排流器
150A　1基

刈谷市幸町地内 名古屋鉄道(株） 令和8年4月 令和９年2月 更新

10
第1衣浦幹線碧南天王排流
器

シリコン排流器
150A　1基

碧南市天王町地内 名古屋鉄道(株） 令和8年4月 令和９年2月 更新

11 豊川権現線平尾外電
直流電源装置　屋外自立型
60Ｖ－10Ａ　１台

豊川市平尾町地内 令和6年11月 令和8年2月 更新

12 豊川権現線樽井外電
直流電源装置　屋外柱上型
60Ｖ－5Ａ　１台

豊川市長草町地内 令和6年11月 令和8年2月 更新

13 豊川権現線谷川外電
直流電源装置　屋外自立型
60Ｖ－10Ａ　１台

豊川市東名町地内 令和6年11月 令和8年2月 更新

14 第２新城線下条東外電
直流電源装置　屋外柱上型
60Ｖ－20Ａ　１台

豊橋市下条東町地内 令和6年11月 令和8年2月 更新

15 豊橋臨海幹線老津外電
直流電源装置　屋外柱上型
60Ｖ－15Ａ　１台

豊橋市老津町 令和6年10月 令和8年2月 更新

16 豊橋臨海幹線明海東外電
直流電源装置　屋外柱上型
60Ｖ－20Ａ　１台

豊橋市明海町 令和6年10月 令和8年2月 更新
設置場所移設、更新前：屋外自立
型、更新後：屋外柱上型

17 豊橋臨海幹線明海西外電
直流電源装置　屋外柱上型
60Ｖ－20Ａ　１台

豊橋市明海町 令和6年10月 令和8年2月 更新
更新前：屋外自立型、更新後：屋外
柱上型

18 豊橋城下線東小鷹野外電
直流電源装置　屋外自立型
60Ｖ－5Ａ　１台

豊橋市東小鷹野2丁目地内 サーラエナジー(ガス) 令和7年12月 令和9年2月 新設
サーラエナジー(ガス)との干渉調査
予定

19 豊橋城下線多米外電
直流電源装置　屋外自立型
60Ｖ－10A,5Ａ(2回路)　1台

豊橋市多米町地内 豊橋市水 令和7年12月 令和9年2月 新設 豊橋市水との干渉調査予定

20 豊橋城下線飯村外電
直流電源装置　屋外柱上型
60Ｖ－10Ａ　１台

豊橋市飯村町地内 令和7年12月 令和9年2月 新設

21 豊橋城下線豊栄外電
直流電源装置　屋内自立型
60Ｖ－15Ａ　１台

豊橋市豊栄町地内 令和7年12月 令和9年2月 新設

22 豊橋城下線富士見台外電
直流電源装置　屋内自立型
60Ｖ－5Ａ　１台

豊橋市富士見台5丁目地内 豊橋市水 令和7年12月 令和9年2月 新設 豊橋市水との干渉調査予定

下線部は時点修正か所を示す。

２　連絡先

番号 担当者 連絡先

電話(0562)33－2282

FAX（0562）33－2285

電話(0586)-45-1170

FAX（0586）45-8490

電話（0566）98-5652

FAX（0566）98-5653

電話（0532）61-2839

FAX（0532）61-5431

電話（0532）61-2839

FAX（0532）61-5431

電話（0532）61-2848

FAX（0532）61-5431

11～14
東三河水道事務所
配水課
大橋技師

15～17
東三河水道事務所
配水課
浅岡主査

18～22
東三河水道事務所
建設課
越賀技師

1～3
愛知用水水道事務所
配水課　配水G
石田技師

4～6
尾張水道事務所
配水課
杉浦主査

7～10
西三河水道事務所
配水課　配水G
米山主任
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2026 年 2 月 12 日 

 

 

 

（三重県企業庁） 2025 年度 電気防食設備設置状況 

 

１．電気防食装置設置状況一覧 

番号 防食路線(施設)名 防食設備内容 設置場所 関係事業者 着手予定年月 完了予定年月 通知事項 記  事 

１ 三期・伊坂外電 外部電源方式 四日市市伊坂町 地内 なし 2025.9 2026.3 なし  

２ 三期・馳出外電 外部電源方式 四日市市馳出地内 なし 2025.9 2025.12 なし 2025.12 完成 

３         

 

 

 

２．連絡先 
   企業名  三重県企業庁 

部署名  技術管理・機電施設課 

担当者名 岡本幸樹 

ＴＥＬ  059-224-2656 

   ＦＡＸ  059-224-3043 

 

 

以   上 

資料№2025-35 
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2026 年 2 月 12 日 

 

 

 

（名古屋市上下水道局） 2025 年度 電気防食設備設置状況 

 

１．電気防食装置設置状況一覧 

番号 防食路線(施設)名 防食設備内容 設置場所 関係事業者 着手予定年月 完了予定年月 通知事項 記  事 

１ 朝日系導水路 
外部電源装置 

（60V×5A） 

稲沢市祖父江町字大

薮付近 
対象有 2025 年 3 月 2026 年 3 月 新規 

株式会社ナカボーテック 

2026 年 12 月 24 日通電開始 

２ 朝日系導水路 
外部電源装置 

（60V×10A） 

一宮市玉野字上葭野

付近 
対象有 2025 年 3 月 2026 年 3 月 新規 

株式会社ナカボーテック 

2026 年 12 月 24 日通電開始 

３ 朝日系導水路 
外部電源装置 

（60V×5A） 

稲沢市西島一丁目付

近 
対象有 2025 年 3 月 2026 年 3 月 新規 

株式会社ナカボーテック 

2026 年 12 月 24 日通電開始 

 

 

 

２．連絡先 
   企業名 名古屋市上下水道局 

部署名 技術本部管路部配水課 

担当者名 奥平 圭祐 

ＴＥＬ 052-972-3685 

   ＦＡＸ 052-972-3679 

 

 

 

以   上 

資料№2025-36 
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2026 年 2 月 12 日 

（東邦ガスネットワーク株式会社） 2025 年度 電気防食設備設置状況（計画） 

 

１．電気防食装置設置状況一覧 
番号 防食路線(施設)名 防食設備内容 設置場所 関係事業者 着手予定年月 完了予定年月 通知事項 記  事 

1 一宮～尾西線 
一宮第 3 外電 

（新設） 

愛知県一宮市萩原 

地内 
愛知県企業庁 2025 年 6 月 2025 年 10 月  添付資料（1）参照 

2 一宮～尾西線 
尾西三条 

外電（新設） 

愛知県一宮市三条 

知内 
愛知県企業庁 2025 年 6 月 2025 年 10 月  添付資料（1）参照 

3 南部幹線Ⅱ期 
安城小川外電 

（新設） 

愛知県安城市小川町南

門原 5 番 
愛知県企業庁 2024 年 4 月 2026 年 7 月  添付資料(2)参照 

4 南部幹線Ⅱ期 
半田緑ヶ丘 

外電№2（新設） 

愛知県安城市小川町南

門原 5 番 
愛知県企業庁 

設置済み（表中 1 の竣工 

に合わせて稼働する計画） 
 添付資料(2)参照 

5 鵜沼線 
鵜沼外電 

（増強） 

岐阜県各務原市 

真名越町 3 丁目付近 
なし 2026 年 2 月 2026 年度 3 月  添付資料（3）参照 

6 今村～豊田線 

(仮称) 

新梅坪外電 

（新設） 

愛知県豊田市梅坪町付

近 

名古屋鉄道 

愛知環状鉄道 
2026 年度 2026 年度 延期 調整中 

7 猪子石～桃花台線 

猪高外電 

№3 回路 

（仮設） 

名古屋市名東区 

藤里町地内 
下記の連絡先まで 

ご連絡下さい。 

2025 年 6 月 2026 年 6 月 
臨時 

仮設 
添付資料(4)参照 

8 猪子石～桃花台線 

桃花台外電 

№2 回路 

（仮設） 

愛知県春日井市 

桃山町 3 丁目知内 
2025 年 6 月 2026 年 6 月 

臨時 

仮設 
添付資料(4)参照 

 

２．連絡先 
   企業名：東邦ガスネットワーク株式会社 

部署名：導管部 幹線センター 導管管理課 

担当者名：鈴木 孝夫 

ＴＥＬ：052-872-9692 

   ＦＡＸ：052-872-9497 

以   上 

資料№2025-37 



既設廃止
鵜沼外電位置（5A）

電極増強
鵜沼外電位置（現行2.5A→10A）

鵜沼外部電源装置(鵜沼線)

国土地理院地図を使用



桃花台外電位置（5A→10A）

猪高外電位置（5A）

猪高外部電源装置（猪子石〜桃花台線）
桃花台外部電源装置（猪子石〜桃花台線）

国土地理院地図を使用
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2026 年 2 月 12 日 

 

 

 

（サーラエナジー株式会社） 2025 年度 電気防食設備設置状況 

 

１．電気防食装置設置状況一覧 

番号 防食路線(施設)名 防食設備内容 設置場所 関係事業者 着手予定年月 完了予定年月 通知事項 記  事 

１ 牛久保外部電源装置 
外部電源装置

廃止 

豊川市牛久保町 

大手町 37-12 
なし 2025 年 10 月 

2025 年 10 月 

2025 年 11 月 
なし 2025 年 11 月工事完了 

２         

３         

 

 

 

２．連絡先 
   企業名 サーラエナジー株式会社 

部署名 供給保安部 供給企画グループ 

担当者名 田畑 佑介 

ＴＥＬ ０５３２－３３－３３３１ 

   ＦＡＸ ０５３２－３３－３３３９ 

 

 

以   上 

資料№2025-38 
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2026 年 1 月 5 日 

 

 

 

（金沢エナジー株式会社） 2025 年度 電気防食設備設置状況 

 

１．電気防食装置設置状況一覧 

番号 防食路線(施設)名 防食設備内容 設置場所 関係事業者 着手予定年月 完了予定年月 通知事項 記  事 

１ 港外部電源装置 外部電源装置 石川県金沢市湊 3-6 なし 2025 年 6 月 2025 年 10 月 なし なし 

 

 

 

２．連絡先 
   企業名  金沢エナジー株式会社 

部署名  地域エネルギー供給部 ガス保安課 

担当者名 三浦 鷹弘 

ＴＥＬ  070-1531-4899 

   ＦＡＸ  076-224-0131 

 

 

以   上 

資料№2025-39 

2026年　2月　12日



2026 年 2 月 16 日 

中部電食防止委員会事務局 

 

会員各位 

 

電気設備の新規・変更及び電食防止対策に関わる 

2026 年度事業計画の調査について（ご依頼） 

 

 拝啓 立春の候 ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

 平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 

さて、中部電食防止委員会では、電食に関する諸問題について会員相互の連絡協調を図り、防食技術の向上

に寄与することを目的に、電食防止のための関係者の連絡協議や調査、研究、技術開発等の事業を行っており

ます。 

この度、より一層の良好かつ円滑な電食防止対策を行なえるようにするため、昨年度に引き続き、会員の皆

様の電気設備の新規・変更及び電食防止対策に関する 2026 年度事業計画を事務局で取りまとめ、その結果を

会員の皆様に発信させていただきたいと考えております。 

つきましては、誠に恐縮ではございますが、下記のとおり別紙の調査票に記入していただき、Ｅメールにて

ご回答いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

※E メールでの送信ができない場合は、記載の上、FAX または郵送にてご回答願います。 

敬具 

 

 

記 

 
１．回答希望日 

    2026 年 3 月 6日（金）まで 

 

２．送付先 

    中部電食防止委員会 事務局 

    東邦ガスネットワーク株式会社 導管部 幹線センター内 

    〒456-0004 名古屋市熱田区桜田町 19－18 

      Ｅ－ｍａｉｌ：chudenbou@tohogas.co.jp 

      ＦＡＸ   ：052-872-9497 

事務局長  安達 080-8667-5683 

           事務局書記 前田 080-8667-6416 

            野澤 080-1576-8645 

                 近藤 080-8667-5925 

 

３．添付資料 

   電気設備の新規・変更及び電食防止対策に関わる 2026 年度事業計画調査票 

 

以上 

資料№2025-40 

案 

mailto:chudenbou@tohogas.co.jp


No.
事業者名
課所名

担当者名
連絡先（電話番号）

工事名 場所 工期 備考

(例1) 東邦ガスネットワーク
(株)
幹線センター

岡林
000-000-0000

○ ○線複線化
電鉄事業者の場合
・ 新設・複線化
・ 電化
・ 変電所建設、改修

○○県××市△△
町地内

2026.5
〜2027.2

(例2) 東邦ガスネットワーク
(株)
幹線センター

石川
000-000-0000

○ ○外電
埋設管事業者の場合
・ 外部電源装置設置
・ 排流器設置

◎◎市▽▽町地内 2026.9
〜2027.2

☆☆電力と干渉調査の調整要

・ 2026年4月1日～2027年3月31日に電食影響が発生しうる設備や施設の新設・増設・変更等及び防食施設の新設、変更等に係わる事業計画を下表にご記入
下さい。※ご報告をお願いしたい対象設備の目安については、電食防止対策の手引き(実務編)　「第3章 3.1 まえがき」（右記）を参照ください。
・ 計画がない場合は、下表に「計画なし」とご記入いただき、ご回答願います。
・ 計画を予定している場所が分かる図面を、この調査票とともにお送り下さい。

電気設備の新規・変更及び電食防止対策に関わる2026年度事業計画調査票（ご依頼）

回答希望日　2026年3月6日（金）まで



電食防止対策の手引き(実務編)

第３章 事務手続き

3.1 まえがき

電鉄事業者や埋設事業者が電食に関係ある施設の新増設､変更あるいは廃止を行う場合には､当事者
は常に他事業者の埋設体への影響を考慮して､相互の理解と協調のうえで円滑に実施することが必
要である｡このためには､事前に関係事業者と連絡をとり協議を行うとともに、必要に応じ、共同調
査を行うなどの措置が必要である｡そこで､当中部電食防止委員会では､電鉄事業者側において付近
の地下埋設物や既設防食施設に影響を与え､あるいは影響を及ぼすおそれのあるような設備の新増
設､変更および廃止などの工事を計画した場合､並びに埋設事業者側において､他の事業者の埋設物
に影響を与え､あるいは影響を及ぼすおそれのあるような防食施設の新増設､変更および工事を計画
した場合には､原則として本委員会事務局にその計画の内容をお知らせ願うこととし､関係事業者に
周知を図ることとしている｡
さらに､この計画を実施するうえで､特に相互支障の有無を確かめる必要のあるとき､あるいは共同
実測を行う必要のあるような場合には関係事業者からの提案に基づき､常任幹事会の議を経て分科
会を構成し､具体的な協議･検討等を行い所要の対策を講じている｡
以下､これら当委員会で定めた事務処理等について述べることとする｡



 資料№2025-41   

 

2026 年 2 月 12 日 

中部電食防止委員会 

 

 

第 77 回中部総会・他地区総会日程（案） 

 

 

１．中部電食防止委員会 第 77 回総会 

（１）日程：2026 年 6月 15 日（月） 

   総 会：16:00～（受付 15:30～） 

  情 報 交 換 会 ：総会終了後 

（２）場所：今池ガスビル 名古屋市千種区今池１丁目８番８号 

 

２．他地区委員会総会予定 

（１）東京電蝕防止対策委員会 

・日 程：2026 年 6 月 4日（木）15:00～ 

・場 所：ホテルメトロポリタン池袋 

・出席者：高橋会長 

 

（２）関西電食防止対策委員 

 ・日 程：2026 年 5月 26 日（火）15:00～ 

・場 所：オービックホール 

・出席者：高橋会長 

 

（３）中国電食防止対策委員会 

・日 程：未定（2026 年 4 月決定予定） 

 

（４）新潟電蝕防止対策協議会 

・日 程：2026 年 6 月 8日（月）15:30～ 

・場 所：アートホテル新潟駅前 

・出席者：高橋会長 

 

以 上 



2026 年 2 月〇日 

会 員 各 位 

中部電食防止委員会 

事   務   局 

第 53 回 研修会開催のご案内（案） 

 

 拝啓 向春の候 ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

 さて、第 53 回研修会の日程が下記のとおり決定しましたので、ご案内申し上げます。 

 時節柄ご多忙のことと存じますが、多数の方にご参加いただきますようお願い申し上

げます。（なお、加入団体会員に限らせていただきます。） 

記 

１．日  時  2026 年 4 月 17 日（金）8:30 集合～16:40 解散（雨天決行） 

２．見学場所  山之上浄水場（岐阜県美濃加茂市山之上町） 

        核融合科学研究所（岐阜県土岐市下石町） 

３．集合場所  名古屋駅 名駅バスバース Ａバース（次ページ参照） 

４．集合時間  午前 8:30 集合・8:40 出発（8:10 受付開始） 

        ※バスの停車時間は 10 分間のため、時間厳守でお願いします 

５．申込方法  研修会申込書（添付資料）をご入力後、Ｅメールにてご回答いただき

ますよう、よろしくお願い申し上げます。 

※Ｅメールでの送信ができない場合は、必要事項記載の上、FAX また

は郵送にてご回答願います。 

3 月 25 日～27 日頃に参加証を E メールにて送付させていただきます。 

参加証が届かなかった場合は、お手数ですがご連絡ください。 

当日の受付時に、参加証をご提示いただきますようお願いいたします。 

６．申込期限  2025 年 3 月 6 日（金）必着 

７．定  員  25 名 
※原則として先着順といたしますが、定員を超える参加申込があった場合、参加希

望者が多い事業者様には別途人数調整をお願いすることもございますので、ご了承

願います。 
 3 月 13 日までに連絡がない場合は、ご参加可能となります。 
 

８．昼食について 核融合科学研究所「土岐っ子」での自由昼食となります。 

 

９．お問合せ先 中部電食防止委員会事務局 

        東邦ガスネットワーク株式会社 導管部 幹線センター内 

        事務局書記 前田芳孝、野澤皓平、近藤美幸 

TEL：053-872-9692  FAX：053-872-9497 

E-mail：chudenbou@tohogas.co.jp 

（裏面へつづく） 

資料 No.2025-42 

mailto:chudenbou@tohogas.co.jp


 

《行 程》 

8:30 名古屋駅集合 名駅バスバース Ａバース集合 集合後バス乗車 

8:40～10:30 名古屋駅発 

10:30～11:40 山之上浄水場（見学） 

11:40～12:20 移動 

12:20～15:10 核融合科学研究所（昼食+見学） 

15:10～16:40 移動 

16:40 頃      名古屋駅着 解散 

＊予定時刻は交通事情等により、変更となる場合がございます。ご了承願います。 

 

《集合場所》 

 
 

以 上 

集合場所 



 資料№2025-43 

2026 年 2 月 12 日 

中部電食防止委員会 

 

第 60 回電食防止講習会 開催報告 

 

 

１．開催日時：2025 年 10 月 24 日（金）10:15～16:30 

 

２．開催場所：JA 長野県ビル 12 階 E 会議室 他 

 

３． 受 講 者：14 名 

 

４． 講習科目および講師等 

１ 電気防食 
の理論 
 

1.腐食の電気化学 
2.自然腐食の種類 
3.腐食に影響を与える因子 
4.電鉄からの漏れ電流による電食 

名古屋工業大学 
 川崎 晋司 氏 

２ 埋設管の 
防食方法 
 

1.腐食の分類 
2.腐食の発生しやすい場所 
3.調査、測定方法 
4.防食の原理、防食方法の特徴 
5.埋設管（ガス、水道）の塗覆装 
6.防食の設計 
7.ガス、水道事業者の維持管理状況 

東邦ガスネットワーク(株) 
 鈴木 孝夫 氏 

３ 
 
実演 A. 自然電位列 

B. 流電陽極法、外部電源法 
C. 遠隔監視法 

A 及び B 
㈱ナカボーテック 

杉岡 亨 氏、越智 敬太 氏 
C.東邦ガスネットワーク㈱ 

鈴木 孝夫 氏 
４ 電気鉄道の

漏れ電流と
その軽減法 

1.電気鉄道の概要 
2.漏れ電流の防止方法 
3.電気鉄道に関する測定法 
4.電気設備の技術基準 

東海旅客鉄道(株) 
 岡庭 雄亮 氏 

 

５.予  算 

［収入］講習会受講料：（予  算）￥ ９０，０００ 
          （実  績）￥ ６２，０００ 

［支出］講 習 会 費：（予  算）￥５００，０００ 
           （実  績）￥５１１，９８５ 
 
６.アンケート結果と分析 
  別紙参照 

  以 上 



感 想 及 び 希 望 事 項

1.講習内容に関する意見
　＜電気防食の理論＞
基礎的なところから講義があり分かりやすかった。

全体的に内容が理解しやすく、理論について深く学べた。一方、ネルンストの式とエバンスが少し
わかりにくかった。

後半が重要に思えたため、最後の時間が足りないところで駆け足での説明になったのが残念に感じ
た。

＜埋設管の防食方法＞
理論と交えて実例を説明していただけたため、非常に分かりやすくおもしろかった。
もう少し講習時間が欲しいと思いました。
事務局⇒内容が分かりやすかったとのご意見ありがとうございます。講習時間に関しては、次回講習会にて
参考にさせていただきます。

＜電気鉄道の漏れ電流とその軽減法＞
パワポ資料が欲しかった。
事務局⇒資料は講師に帰属する関係で配布が困難であることをご理解ください。

3.ご意見・ご要望・感想
実務経験が短いこともあり、知識がまだまだ足りないと感じていましたので、今回の講習は勉強に
なりました。現場で活かしていきたいと思います。

ガス本管敷設の業務に５か月前に配属されたため、基礎の内容を学べて大変いい機会になりまし
た。

以上

事務局⇒今後の実業務に活かせるような内容であったとのご意見ありがとうございました。次回
講習会も知識を深めていただけるよう、講師の皆様とともに計画していきます。

事務局⇒内容が分かりやすかったとのご意見ありがとうございます。時間の配分、内容に関しては次回講習
会の参考にさせていただきます。

青記：肯定意見
朱記：改善意見



講習内容に関するアンケートの集計結果

１．受講者について

①埋設業者
84%

②電気鉄道事業者
8%

④その他
8%

（１）所属事業所

①電食業務
なし, 31%

②１年未満, 38%

③２年未満, 
8%

④３年未満, 15%

⑤３年以上, 8%

（２）実務経験

①今回が初
めて
62%

②過去に当委員会
の受講あり

38%

（３）講習会の受講歴



２．講習内容について

（１）理解度

①非常に良く分かった
8%

②良く分かった
61%

③大体分かった
31%

・電気防食の理論

①非常に良く分かった
23%

②良く分かった
54%

③大体分かった
23%

・埋設管の防食方法

①非常に良く分かった
23%

②良く分
かった

31%

③大体分かった
46%

・電気鉄道の漏れ電流とその軽減法

①非常に良
く分かった

23%

②良く分かった
31%

③大体分
かった

46%

・実演A（自然電位列）

①非常に良
く分かった

23%

②良く分
かった

46%

③大体分
かった

23%

④あまり良く分からなかった
8%

・実演B（流電陽極法、外部電源
法）

①非常に良
く分かった

31%

②良く分かった
54%

③大体分かった
15%

・実演C（遠隔監視法）



（２）講習の難易度

③適当である
92%

④やや平易に
8%

・電気防食の理論

③適当である
92%

・埋設管の防食方法

③適当である
92%

④やや平易に
8%

・実演A（自然電位列）

③適当である
92%

④やや平易に
8%

・実演B（流電陽極法、外部電源
法）

③適当である
100%

・実演C（遠隔監視法）

③適当である
100%

・電気鉄道の漏れ電流とその軽減法

④やや平易に
8%



（３）テキストの内容

③適当である
100%

・電気防食の理論

③適当である
100%

・埋設管の防食方法

③適当である
92%

④やや平易に
8%

・実演A（自然電位列）

③適当である
92%

④やや平易に
8%

・実演B（流電陽極法、外部電源
法）

③適当である
100%

・実演C（遠隔監視法）

②やや高度に
8%

③適当である
92%

・電気鉄道の漏れ電流とその軽減法



 資料№2025-44  

 

2026 年 2 月 12 日 

中部電食防止委員会 

 

第 66 回 中部・関西電食防止合同研究発表会 開催報告 

 

１．開催日時   2025 年 11 月 17 日（月）13：30～17：30 

 

２．開催場所   オービック御堂筋ビル ２Ｆ オービックホール 

 

３．参 加 者   ＜中部＞20 名＋＜関西＞ 38 名＝ 58 名  

 

４．発表内容 

（１）再生可能なコンクリート埋設型照合電極の開発 

＜中部＞日本防蝕工業株式会社  中澤 貴幸 氏、田代 賢吉 氏 

（２）ステンレス鋼の不動態皮膜と表面改質 

≪賛助発表≫中国電食防止対策委員会  広島工業大学  教授  王  栄光 氏 

（３）亜鉛テープを用いた金属配管の防食 

＜関西＞株式会社ナカボーテック 八木 雄太 氏 

（４）長期陰分極下においた鋼の分極曲線とインピーダンス挙動 

＜関西＞日本防蝕工業株式会社  技術研究所長 田代 賢吉 氏 

 （５）水和膨張しないＨ+- O2-混合イオン導電体の発見と SDGs に貢献する電気化学デバイスへの応用の

可能性 

  ＜中部＞中部大学  教授 橋本 真一 氏 

（６）土壌が酸性を呈する時，何がそうもたらしたか？－世界に広く分布する酸性硫酸塩土壌 － 

≪賛助発表≫電食防止研究委員会  顧問  梶山 文夫 氏 

 

費用 

① 予算：￥７００，０００－   

② 実績：￥５７０，９１２－ 

＜内訳＞ 中部発表者交通費等     ￥130,440- 

     中部分担金（振込手数料含） ￥440,472- 

                   ￥570,912-                

 

以 上 



2026 年 2 月〇日 

中部電食防止委員会 

事 務 局 

 

電食防止講習会 開催場所に関するアンケートについて（案） 

 

拝啓 

時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

電食及び腐食に関する基礎的な知識の習得と、実務上必要な知見の習得を目的として、電食防止講習

会※を毎年開催しております。開催場所は、名古屋市→名古屋市→長野市を 3 年で 1 サイクルとしてい

ます。 

2025 年 10 月は第 60 回電食防止講習会を長野市で開催し、14 名の参加をいただきました。北陸・長

野地区の事業者様から参加いただいた一方で、名古屋地区からも参加をいただきました。 

このたび、第 60 回という節目の開催が終わり、今後のさらにより良い講習会の開催に向けての参考

のため、開催場所に関してご意向をうかがいたく、アンケートをさせていただきます。つきましては、

誠に恐縮ではございますが、下記のとおり別紙の調査票に記入していただき、Ｅメールにてご回答いた

だきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

※E メールでの送信ができない場合は、記載の上、FAX または郵送にてご回答願います。 

ご多忙中とは存じますが、ご協力をお願い申し上げます。 

敬具 

 

記 

 

１． 回答希望日 

     2026 年 3 月 6日（金）まで 

  

２． 送付先 

     中部電食防止委員会 事務局 

     東邦ガスネットワーク株式会社 導管部 幹線センター内 

     〒456-0004 名古屋市熱田区桜田町 19－18 

        Ｅ－ｍａｉｌ：chudenbou@tohogas.co.jp 

        ＦＡＸ   ：052-872-9497 

事務局長  安達 080-8667-5683 

            事務局書記 前田 080-8667-6416 

              野澤 080-1576-8645 

                   近藤 080-8667-5925 

 

３． 添付資料 

   電食防止講習会 開催場所に関するアンケート 

  

資料 No.2025-45 

mailto:chudenbou@tohogas.co.jp


 

※＜参考＞ 電食防止講習会の開催実績 

 年度 開催場所 受講者数 

49 回 2014 名古屋 51 名 

50 回 2015 名古屋 46 名 

51 回 2016 長野 17 名 

52 回 2017 名古屋 57 名 

53 回 2018 名古屋 55 名 

54 回 2019 長野 23 名 

55～57 回 2020～2022 リモート開催 - 

58 回 2023 名古屋 37 名 

59 回 2024 名古屋 27 名 

 

  



事業者名： 

担当者名： 

 

【アンケート項目】 

 

Q1-1. 開催場所についてご意向をお聞かせください。  

①従来通り、名古屋と長野の両方の開催が良い。 

 ②名古屋のみの開催で良い。 

 ③従来通りの開催（名古屋・長野の両方）でも名古屋のみの開催のどちらでも良い。 

 ④従来の開催地（名古屋・長野）から増やしてほしい。 

  具体的な地区名をご記入ください。：               

  ※岐阜・岡崎・豊橋・長野・松本・金沢・四日市など 

 ⑤その他（①～④以外、以下の自由記載欄に開催場所のご意見をご記入ください） 

（自由記載欄） 

 

 

 

Q1-2. （Q1-1.で②、③、④、⑤を選択された場合のみ）ご意向の理由をお聞かせください。 

 

 

 

Q2. 開催場所によって参加の意向に影響はありますか？  

①影響はない（場所が名古屋・長野（・その他の開催地）に関わらず意向があれば参加する） 

②影響がある（場所が遠方の場合は参加を見送る可能性がある） 

③影響がある（場所が遠方の場合は参加しない、参加できなくなる） 

④その他（①～③以外、以下の自由記載欄にご意見をご記入ください） 

（自由記載欄） 

 

 

 

Q3 その他、開催場所や講習会全般に関するご意見・ご要望がございましたら、ご記入ください。  

 

 

 

 

ご回答ありがとうございました。 

皆様の開催場所に関するご意見を事務局で検討し、より良い講習会運営に努めてまいります。 

※開催場所を変更する場合は、改めて常任幹事会等でご審議いただく予定です。 



（ 1 /1 ） （ 案）

開催日時 令和7 年9 月1 7 日（ 水） 1 3 :3 0 ～1 5 :0 0

開催場所 電気学会会議室及びz oo m

東京都千代田区五番町6 -2

１ ． 出席者

2 1 名。 （ 添付参加者名簿参照）

２ ． 議事概要

2.1　 前回議事録承認（ 配布資料あり ）

第157回定例委員会議事録（ 案） が報告さ れ承認さ れた。

　 用語・ 論文の引用に注意について梶山顧問よ り 報告がさ れた。

　 下記３ 点の注意事項について、 実際の例を示し 報告さ れた。

・ 既往の用語に惑わさ れない

・ 規格化さ れた用語を正し く 使う

・ 用語の改定・ 定義が必要なら ば、 解説付き でIS O国際規格に提案する

　 定-6 2 1  p H(H2 O2 )＜3 .5 、 有機物含有量≧2 0 ％を有する 潜在的酸性硫酸塩土壌の腐食特性について

梶山顧問よ り 報告がさ れた。

　 潜在的賛成硫酸塩土壌、 かつ有機土壌の特性を 有する 土壌の腐食性に着目し 、 微生物の腐食挙動について

いま だ明ら かにさ れていない点が多いが、 腐食フ ィ ールド 調査と 実験室研究から 得ら れた結論及びその考察

について説明がさ れた。

　 レ ール折損の発生状況およ び検査・ 保守の実施状況について小西副委員長よ り 報告がさ れた。

　 本報告は、 鉄道総研ホーム ページ、 施設ニュ ース （ 2 0 2 5 年1 月号） の紹介である 。

　 鉄道の安全安定輸送の維持及びそれに伴う コ ス ト の観点から 、 鉄道事業における レ ールの保守管理は

重要事項と なっ ている 。 一方で、 各事業者における 近年のレ ール保守管理の実施状況や課題に関する

統計的な情報・ 資料等の数は多く ない。 本報告は、 各事業者（ 計1 4 2 事業者） を対象にレ ールの保守管理

に関する アン ケート を実施し 、 レ ール損傷の発生状況及び検査・ 保守の実施状況についてま と めたも のであ る 。

　 洋上風力発電の状況について梶山顧問よ り 報告がさ れた。

　 最近日本でも 話題になったよ う に、 日本の大手商社の撤退や、 米国によ る オース テッ ド 社にたいする

建設凍結など によ り 技術開発の大幅な遅れが懸念さ れる 。 こ れは洋上風力に限ら ず再生可能エネルギー

全般に言える こ と である 。

次ページへ続く

【 次回開催案内】 第1 5 9 回　 定例委員会

開催日時： 令和8 年　 1 月1 4 日（ 水） 13:30～

開催場所： 電気学会会議室及び z oom

裏面につづく

電食防止研究委員会　 第1 5 8 回　 定例委員会議事録

2.2　 定-620 用語・ 論文の引用に注意（ 配布資料あ り ）

2.3　 定-621 p H(H 2 O 2 )＜3 .5 、 有機物含有量≧2 0 ％を 有する 潜在的酸性硫酸塩土壌の腐食特性（ 配布資料あ り ）

2.4　 定-622 レ ール折損の発生状況およ び検査・ 保守の実施状況（ 配布資料なし ）

2.5　 定-623 洋上風力発電の状況（ 配布資料なし ）

資料No. 2025-46



（ 2 /2 ） （ 案）

開催日時 令和7 年9 月1 7 日（ 水） 1 3 :3 0 ～1 5 :0 0

開催場所 電気学会会議室及びzo om

東京都千代田区五番町6－2

前頁から のつづき

　 IS O 1 5 5 8 9 -1 は， なぜIS O策定が遅れている か？について梶山委員長よ り 報告がさ れた。

　 'IS O 1 5 5 8 9 -1 は2 0 1 5 年に発刊さ れて以来1 0 年間更新さ れていない。

　 現在更新作業を行っている が、 ド イ ツ 国内の2 協会の意見がま と ま ら ずに更新作業が止ま っ ており 、

他国の意見も 受け付けない状況にある 。

1 0 月2 4 日に実施予定の令和7 年度総会の案内状を郵送し ま し た。

届いていない方がいら っ し ゃいま し たら 、 事務局ま でご連絡く ださ い。

【 次回開催案内】 第1 5 9 回　 定例委員会

開催日時： 令和8 年　 1 月1 4 日（ 水） 13:30～

開催場所： 電気学会会議室及び zoom

電食防止研究委員会　 第1 5 8 回　 定例委員会議事録

2.6　 定-624 IS O 1 5 5 8 9 -1 は， なぜIS O策定が遅れている か？（ 配布資料なし ）

2.6　 その他、 事務局連絡



電食防止研究委員会　 第1 5 8 回　 定例委員会　 出席者名簿

役職 氏名 所属団体・ 企業 出欠 代理出席者・ 同行者  所属・ 氏名

1 委員長 畠中　 省三 Ｊ Ｆ Ｅ エンジニアリ ング㈱ 〇

導管事業部　 導管技術部

2 副委員長 小西　 武史 公益財団法人　 鉄道総合技術研究所 〇

電力技術研究部　 き 電

3 副委員長 深谷　 朝之 日本防蝕工業㈱ 〇

東京支店　 第二技術部

4 会計 中村　 康朗 東京ガス ネッ ト ワ ーク ㈱ 〇

監事 技術革新部 技術統括グループ

5 会計 山田　 健太郎関東鉄道協会

監事 ［  小田急電鉄㈱］

6 顧問 梶山　 文夫 東京電蝕防止対策委員会 〇

7 幹事 竹葉　 康之 ㈱ナカボーテッ ク 〇

（ 庶務） 東京支店 地中・ 陸上担当部

8 委員 山野　 　 剛 日本防蝕工業㈱ 〇

（ 会計） 東京支店　 第一技術部

9 幹事 品川　 尚史 ㈱ジェ イ アール総研電気シス テム

(企画） 電力部

1 0 幹事 土渕　 孝浩 東京地下鉄㈱ 〇

電気部 電力課

1 1 幹事 久野　 泰史 ㈱ナカボーテッ ク 〇

技術統括部 技術部

1 2 委員 藤本　 憲宏 NTT東日本技術協力センタ 〇

1 3 委員 三島　 昭二 大阪ガス ネッ ト ワ ーク ㈱ 〇
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電食防止研究委員会

顧問
梶山 文夫

1



ー 既往の用語に惑わさ れない

ー 規格化さ れた用語を正し く 使う

   ー 用語の改訂・ 定義が必要なら ば，
 解説付き で ISO国際規格に提案する

用語・ 論文の引用に注意

2



 

 

よ く ある 微生物名の混同ー 鉄酸化細菌と 鉄細菌 ー

3

微生物 活動 活動pH

鉄酸化細菌（ IOB）
Iron-oxid izing  
bacteria Fe 2+ をFe 3+ に酸化する

最適pHは2.0～2.5

鉄細菌（ IB）
Iron  bacteria pH 7近傍

鉄酸化細菌は， 活動を考慮する と 「 硫酸酸性第一鉄イ オン酸化細菌」 ,
鉄細菌は， 「 第一鉄イ オン酸化細菌」 である 。



2FeS 2 +  7O2 +  2H2O → 2FeSO4 +  2H2S O4  

 IOB

2FeS O4 +  H2S O4 +  1/2O2 Fe 2(S O4)3 +  H2O 

FeS 2 +  7Fe 2(S O4) 3 +  8H2O → 15 FeS O4 +  8H2S O4

鉄酸化細菌IOBによ る FeS2の酸化

4



過去， 水道管の内面に鉄細菌によ る 錆瘤が
生成し ， 通水障害が発生し た

鉄細菌によ る 錆瘤の生成

5



鉄細菌によ る ダク タ イ ル鉄管外表面に生成し た錆瘤

6

プラ ス 電荷のFeOOHと マイ ナ
ス 電荷のH3SiO4

-の結合が錆瘤
を安定に存在さ せる

梶山文夫： “ 土壌中のFe系材料
の微生物腐食に結びつく 微生物
の活動” ， 防錆管理， Vol. 68, 
No.10, pp. 357-361 (2024).



酸性土壌の定義がない
                                                                          

土壌pH < ?               

 
7



  

 

 

Soil Science Divis ion  Staff： “ Soil Survey Manual”, United  States

Departm ent of Ag ricu lture, Ag ricu lture Handbook No . 18, p . 199  (2018).

Reaction Class Term s and Their Rang es in pH 

8

Class term  pH rang e Class term pH rang e

Ultra acid < 3.5 Neutral 6.6 − 7.3

Extrem ely  acid 3.5 − 4.4 Slig h tly alkaline 7.4 − 7.8

Very strong ly acid  4.5 − 5.0 Moderately alkaline 7.9 − 8.4

Strong ly acid 5.1 − 5.5 Strong ly alkaline 8.5 − 9.0

Moderately acid 5.6 − 6.0 Very strong ly alkaline > 9.0

Slig htly acid 6.1 − 6.5



 

土壌pH<6.6の土壌の用語と 定義

9

酸性土壌
土壌水が炭酸以外の物質によ ってpH < 6.6の酸性を呈する
土壌

酸性硫酸塩土壌
土壌pH < 6.6で潜在的酸性硫酸塩土壌と 活性酸性硫酸塩土
壌の総称

潜在的酸性硫酸塩土壌

土壌pH計測時はpH≧3.5かつpH(H2O2)<3.5の還元環境にあ
る が， 酸化環境に変化する と FeS2のよ う な可酸化性硫黄化
合物が酸化さ れ活性酸性硫酸塩土壌になる 土壌

活性酸性硫酸塩土壌
土壌中のFeS2のよ う な可酸化性硫黄化合物が酸化さ れた結
果， H2SO4によ ってpH<3.5の酸性を呈する 土壌



SRB

      H2SO4 + 4H2 H2S + 4H2O                                          

 

Stephensonと Sticklandの論文

10

実験ではNa2SO4を用いている 。
   

XXVⅢ.  HYDROGENASE. Ⅱ.  THE REDUCTION OF SULPHATE TO   
SULPHIDE BY MOLECULAR HYDROGEN.(1931) 



SRB

× H2SO4 +  4H2 H2S + 4H2O  Stephenson &

                                                                               
Stickland (1931).

SRB

   ○  Na2SO4 + 4H2   Na2S (2Na+ + S2−)  + 4H2O

 

硫酸塩還元菌SRBによ る SO4
2−のS2−への還元反応

11

中性環境の硫酸塩還元菌を硫酸還元菌と 称し てはなら ない。

Su lfate-reducing  bacteriaであって， Sulfu ric acid-reducing  bacteria 

ではない。
   硫酸H2SO4の還元反応式は明ら かな間違い。
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タ イ ト ル 

 

１ ． はじ めに 

 ＊＊＊＊＊＊＊ 

 

駅構内の旅客分布推計シス テムの開発 
 

1． はじ めに 

駅の改良計画を検討する 際に必要と なる 現状の駅の利用状況を，簡易かつ低コ ス ト に把握する ために，

鉄道総研では， 駅構内に設置さ れている 防犯カメ ラ 映像を用いた分布交通量（ 何処から 何処へ何人の人

が移動し ている のか） の自動推計手法 1)を 提案し ， 研究・ 開発を進めていま す． 本稿では， 既報（ 施設

研究ニュ ース  No.378， 2022.2） で紹介し た自動推計手法のプロ ト タ イ プシス テムを開発し ， 実駅におい

て実証試験を行った結果等について紹介し ま す．  

2． シス テムの概要 

 本シス テムの概要を図 1 に示し ま す． 防犯カメ ラ 映像の取得方法はいく つか考えら れま すが， 簡易な

方法と し て，分配器を用いた手法を示し ま す．こ の手法は駅の監視カメ ラ モニタ に接続さ れている HDMI

ケーブルに分配器を 接続し て解析用の PC を設置する こ と で， 駅の防犯カメ ラ シス テムのセキュ リ ティ

ーを支障する こ と なく 簡易に分析が可能です． 解析用の PC では防犯カメ ラ 等から 得ら れる 動画に AI

（ YOLOX 2)及び ByteTrack3)） によ る 画像解析を適用する こ と で断面交通量を自動計測し（ 図 1①）， 計測

さ れた各地点における 断面交通量や自動改札機の通過人員データ 等から ， 数理最適化処理によ り OD 交

通量を推計し ま す（ 図 1②）．   

図 1 旅客分布推計シス テムの概要 

3． OD交通量の推計 

本プロ グラ ムは， OD 交通量推計モデルと し て， 経路交

通量型エント ロ ピ ー最大化モデルを適用し ていま す． こ こ

では， 関西圏のある 駅を対象と し て， OD 交通量調査で得

ら れた（ サンプリ ング率 70％の拡大値を利用し た） 正解値

と 推計モデルで算出さ れた値と の比較によ り ， 精度検証し

た例を示し ま す（ 図 2）． 改札内で乗り 換えのためにプラ ッ

ト ホーム間を移動する OD 交通量をオレ ンジ色の「 ホーム

間乗換 OD」 で，こ の駅で乗降する OD 交通量を 青色の「 乗

降 OD」 で示し ていま す． 相関係数 R=0.975 の高い精度で

OD 交通量を 推計でき ている こ と が確認でき ま す．  

公益財団法人 鉄道総合技術研究所 施設研究ニュース編集委員会 

No. 413 2025. 1. 1 

 

図 2  OD交通量の推計結果 
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4． シス テムの導入によ る コ ス ト 削減効果の試算 

本研究で開発し た防犯カメ ラ を活用し た旅客分布推計シス テムで OD 推

計の調査を実施し た場合と ， 人海戦術によ る 従来手法で調査を 実施し た場

合のコ ス ト を 比較し ま す（ 図 3）． 試算の対象駅は， コ ンコ ース 数： 1， 改

札数： 2， ホーム数： 3， 各ホームの階段数： 6 の仮想の駅です． ま た調査

規模は， 朝夕のラ ッ シュ を 対象と し た各 2 時間の調査を平日， 休日で各 1

日ずつ実施する こ と を想定し ていま す． 従来手法でコ ス ト の大半を占めて

いた断面交通量調査が自動化さ れたこ と や， OD 交通量を推計する ための

経路サンプリ ング調査が不要になったこ と 等が要因と なり ， 全体で約 85%

のコ ス ト 削減が実現でき る と 試算さ れま し た． 更に， 本シス テムでは， 防

犯カメ ラ さ え設置し てあれば， 長期にわたって連続的にデータ を取得する

こ と ができ る ため， 工事中の動線変化など のス テッ プが多く 切り 替わる 場

面などでも ， 常に OD 交通量を把握する こ と が可能になり ま す．  

5． リ アルタ イ ム旅客分布の表示 

本研究で開発し た旅客分布推計シス テムを 発展さ せ， リ アルタ イ ムの旅客分布を推定し て平面図上に

表示する こ と で， 駅構内の旅客分布を 一目で把握可能な， 新たな監視シス テムの開発に取り 組んでいま

す（ 図 4）． こ こ ではリ アルタ イ ムで計測し た断面交通量に対し て， 事前（ 例えば前日の同時間帯） に推

定し た駅構内の OD 交通量に基づき 移動方向の比率を 決め， シミ ュ レ ーショ ン上で歩行速度など を再現

する こ と によ り ， リ アルタ イ ムの旅客分布を推定し て表示し ていま す．  

 

図 4 リ アルタ イ ム旅客分布の表示 

6． ま と め 

駅構内の OD 交通量を把握する ために， 従来手法に代わる シス テムと し て， 防犯カメ ラ 等の画像解析

や数理モデルを活用し た「 駅構内の旅客分布推計シス テム」 を 開発し ま し た． 今後は， 本シス テムと 各

種センサを融合さ せる こ と で， OD 交通量の推計精度と リ アルタ イ ム旅客分布の表示精度向上を図る と

と も に， 旅客への混雑情報提供ツ ールと し て活用する ための改良を進め， 実用化を目指し ま す．  

参考文献 
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通量の推計手法， 日本建築学会計画系論文集， 第 88 巻， 第 803 号， pp.56-67， 2023. 
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図 3 コ ス ト 比較 
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レ ール折損の発生状況およ び検査・ 保守の実施状況 

 

1． はじ めに 

鉄道の安全安定輸送の維持およ びそれに伴う コ ス ト の観点から 、 鉄道事業者における レ ールの保守管

理は重要事項と なっ ていま す． 一方で， 各事業者における 近年のレ ールの保守管理の実施状況や課題に

関する 統計的な情報・ 資料等の数は多く あり ま せん． そこ で， 各事業者（ 計 142 事業者） を 対象にレ ー

ルの保守管理に関する アンケート を実施し ， レ ール折損の発生状況およ び検査・ 保守の実施状況につい

てま と めま し た 1)．  

2． レ ール折損の発生状況 

2014 年 12 月～2019 年 11 月の 5 年間に発生し たレール折損に

ついて「 発生原因」，「 通過ト ン数およ び敷設年数」 など の回答

を 得ま し た。 ま た， 各事業者が管理する 総路線延長等の基本情

報も 得ていま す．  

図 1 にレ ール折損の原因別の発生割合を示し ま す． シェ リ ン

グおよ びゲージコ ーナき 裂 2）（ 以下，「 GC き 裂」） に起因する

頭部横裂と 腐食に起因する 底部横裂で約 6 割を 占めており ， 次

いでレ ール溶接部の欠陥によ る 折損， 継目での破端と なってい

ま す． 図 2 にレ ール折損の月別の発生割合を示し ま す． 温度低

下によ り レ ールに引張の軸力が作用する 冬季に折損が多く 生じ

ている こ と がわかり ま す． なお， 特にその影響を受ける シェ リ

ングや GC き 裂によ る レ ール折損は夏季には発生し ていま せん

でし た． 図 3 にレ ール折損の累積通過ト ン数別の発生割合を示

し ま す． こ の結果から は， 累積通過ト ン数と レ ール折損の発生

割合に関係性は見ら れま せんでし た． こ れは， 各事業者も し く

は線区ごと に， 列車運行頻度や走行車両の特性， さ ら に保守管

理の方法や頻度が異なる こ と によ る も のと 考えら れま す．  

図 4 に単位路線延長における レ ール折損の発生頻度を 示す指

標と し て， 総路線延長別の各区分における 発生数／事業者所有

総路線延長（ 以下、「 折損発生度」 と し ま す） を算出し た結果を

示し ま す． こ れを見る と ， 総路線延長が長く ても 折損発生度と

し ては低く なっており ， 事業者規模や事業者ごと の

保守方法の違い等が影響し ている と 考えら れま す．  

図 5 に， シェ リ ング， GC き 裂によ る レ ール折損

に至る ま での年間通過ト ン数と 累積通過ト ン数の関

係を示し ま す． 一部の例外を除いて， シェ リ ング等

を 起因と し たレ ール折損は， 累積通過ト ン数が 2 億

ト ン以上の路線での発生が大半を 占めていま し た．

こ れは， 従来の知見通り 2)， 転がり 接触疲労損傷を

起因と し てレ ール折損が発生する には一定以上の累

積通過ト ン数が必要である こ と を 示し ていま す．ま た，

年間通過ト ン数が 500 万ト ン以上の路線での発生が大

図 1 レ ール折損の原因別発生割合 

図 2 レ ール折損の月別発生割合 

図 4 総路線延長別の折損発生度 

図 3 レ ール折損の累積通過ト ン数
別の発生割合 
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半を占めており ， 年間通過ト ン数の影響も ある こ と が

示唆さ れま し た． さ ら に， GC き 裂を 起因と し たレ ー

ル折損は， シェ リ ングの場合と 比較し て少ない累積通

過ト ン数で発生する 傾向があり ま し た． 過去の研究 3)

において， GC き 裂のよ う にき 裂の起点が偏心し てい

る 場合は， き 裂の起点が中心にある 場合と 比較し て浅

い位置で破断する こ と が示さ れており ， 調査結果の傾

向と 一致し ま す．  

図 6 に腐食によ る レ ール折損に至る ま での年間通過

ト ン数と 累積通過ト ン数の関係を， ト ンネル内と 踏切

内での折損に分類し て示し ま す． 両者の折損の発生割

合はほぼ同等でし た． ま た， シェ リ ング等の転がり 接

触疲労に起因する レ ール折損と は異なり ， 累積通過ト

ン数 2 億ト ン以下で 5 割程度のレ ール折損が発生し て

いま す． 腐食を要因と し たレ ール折損は， 腐食環境や

漏水の状況に影響さ れる こ と から ， 比較的早期に折損

に至る も のから 長期間かけて進行する も のま で発生時

期のばら つき が大き く なっ たと 考えら れま す．さ ら に，

踏切内に比べてト ンネル内の方が少ない累積通過ト ン数

で折損に至る 傾向がみら れま し た． こ れは， ト ンネルで

は腐食に加え， 漏水によ り レ ール頭頂面の凹凸が発生する 場合があり ， その際には輪重変動が増加し ，

レ ール底部に生じ る 曲げ応力も 増加する こ と で早期折損に至る 可能性がある ためだと 考えら れま す．  

3． レ ール探傷検査の実施状況 

表 1 にレ ール探傷検査の実施状況を 示し ま す． レ ール探

傷検査は 58％の事業者が実施し ており ， その内， 浸透探傷

検査のみを適用し ている と 回答し た 4 社を 除いて， 超音波

探傷検査を適用し ていま し た． 一方， レ ール探傷検査を実

施し ていない多く の事業者は所有する 総路線延長が短く ， その 8 割以上はレ ール折損が発生し ていま せ

んでし た． ま た， 定期的なレ ール探傷検査を実施し ている 事業者の折損発生度は， 未実施の事業者よ り

も 低く なっており ， 探傷検査によ る レ ール折損防止効果が示唆さ れま し た． なお， レ ール探傷によ って

すべての折損を防止でき る わけではなく ， 鉄道総研では新規検査手法の開発や適切な維持管理手法の提

案によ っ て， レ ール損傷事象の減少にこ れから も 取り 組んでま いり ま す．  

4． おわり に 

本調査の実施にあたり ， 数多く の事業者に協力いただき ま し た． 貴重なデータ をご提供いただいたこ

と に改めて感謝の意を表し ま す．   

参考文献 1) 佐野国光， 細田充， 寺下善弘， 水谷淳： レ ールの保守管理に関する 実態調査， 令和 6 年

度土木学会全国大会第 79 回年次学術講演会， 仙台， 2024 年 9 月， Ⅵ-685. 
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3) 細田充， 水谷淳， 山本隆一， 片岡宏夫： 熱処理レ ールのき 裂進展速度の推定， 鉄道総研
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執筆者： 軌道技術研究部 レ ールメ ンテナンス 研究室 水谷淳 
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図 5 シェ リ ング・ GCき 裂によ る レ ール折
損に至る ま での年間通過ト ン数と 累積通過

ト ン数の関係 

図 6 腐食によ る レ ール折損に至る ま での
年間通過ト ン数と 累積通過ト ン数の関係 

表 1 レ ール探傷検査の実施状況 

実施状況 営業距離 割合[ %]  

未実施 
100km未満 

42 

実施 
31 

100km以上 27 
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レ ール頭頂面に形成し た落葉起因の 

黒色皮膜除去装置の開発 
 

1．  はじ めに 

 山間線区においては， 落葉が車輪に踏ま れる こ と でレ ール頭頂面において皮膜と なり ， それが朝露や

小雨など によ り 水分を含むこ と で， 葉に含ま れる タ ンニンと 鉄が反応し 黒色の皮膜（ 以下，「 黒色皮膜」

と 呼ぶ） が形成さ れま す．こ の黒色皮膜は，湿潤条件下で車輪と レ ールの間に介在する と 低粘着と なり ，

列車の空転や滑走を 引き 起こ すこ と が報告さ れていま す 1)． ま た， 既往研究では， 黒色皮膜の除去およ

び粘着力の改善には， ク エン酸水溶液の散布と その後の水散布が有効である こ と が示さ れていま す 2)．

そこ で本研究では， こ れら の手順に基づき ， 営業線において形成さ れた黒色皮膜を効率的に除去でき る

黒色皮膜除去装置（ 以下，「 除去装置」 と 呼ぶ） を開発し ま し た． そし て， 黒色皮膜の形成が見ら れる 営

業線において， 除去装置を用いた黒色皮膜の除去試験を実施し ， 本装置の性能を評価し ま し た．  

2．  黒色皮膜除去装置の構造 

 除去装置の概要を図 1 に示し ま す． ま た， 施

工時の除去装置の外観を図 2 に示し ま す． 除去

装置は 2 台の軌道自動自転車と 1 台のけん引用

ト ロ で構成さ れていま す． 具体的には， 1 台目

の軌道自転車において， ①ク エン酸水溶液を レ

ール頭頂面へ散布する ク エン酸散布機構， 2 台

目の軌道自動自転車にけん引さ れたト ロ におい

て， ②レ ール頭頂面にせん断力を 与え黒色皮膜

を 除去する 黒色皮膜除去機構， ③ク エン酸や黒

色皮膜の残渣を洗浄する 水散布機構が設けら れ

ていま す． ま た， 除去装置は時速 10km での施

工が可能であり ， 比較的長距離にわたっての施

工が可能です． 黒色皮膜除去機構については，

レ ール頭頂面と の接触面積を増加さ せる と と も

に， せん断力を発生さ せる ため， 車輪と 同じ 方

向に転動する 円筒型の研磨材を採用し ま し た．  

3．  黒色皮膜除去試験 

開発し た除去装置の有効性を確認する ため， 秋季の山間線区において， 黒色皮膜の除去試験を実施し

ま し た． 試験は， あら かじ め黒色皮膜の形成が確認さ れた， 合計 22 地点で実施し ま し た． 各地点では，

除去装置の施工前後に， レ ール頭頂面の外観観察， およ び電磁膜厚計によ る 黒色皮膜の膜厚測定を 実施

し ま し た． 施工前後における レ ール頭頂面の外観の例を図 3 に示し ま す．  

 図 3 に示すよ う に， 施工前にはレ ール頭頂面全域にわたって黒色皮膜が形成さ れている こ と が確認で

き ま す． 一方， 施工後にはレ ール頭頂面にわずかに黒色皮膜が斑状に残存する 状態と なっており ， 黒色

皮膜の大部分が除去さ れたこ と が確認でき ま し た． ま た， その他の地点においても ， 概ね同様に黒色皮

膜が除去さ れま し た．  

 施工前後に実施し た黒色皮膜の膜厚測定結果のう ち， 代表例と し て 6 地点の結果を図 4 に示し ま す．

なお， 地点 B の結果については， その他の地点と 比べて黒色皮膜が厚いため， その他の地点と 縦軸の範

囲が異なっていま す．  

ク エン酸およ び
黒色皮膜の残渣を 洗浄

③水散布機構

黒色皮膜の分解

①ク エン 酸散布機構

モータ

転動式研磨材

10 km /h10 km /h

ク エン酸と 反応さ せた
黒色皮膜を せん断力で除去

②黒色皮膜除去機構

図 1 黒色皮膜除去装置の概要 

図 2 黒色皮膜除去装置の施工時の外観( 2 台目)  

牽引用ト ロ 軌道自動自転車
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 図 4 に示すよ う に， いずれの地点においても ， 除去施工によ り

黒色皮膜が除去さ れ， 膜厚も 減少し ている こ と が確認でき ま す．

本研究における 除去施工で最も 除去効果が認めら れたのは， 図

4( b) に示す地点 B の内軌で，膜厚が 92 % 減少し ていま し た．ま た，

測定地点全体では，平均し て約 60 % の膜厚が減少する 効果が確認

でき ま し た． いずれの地点においても ， 施工後の平均膜厚が約 2 

μm ま で除去でき ている こ と から ， 施工前の平均膜厚が薄い箇所

については， 相対的に除去し た膜厚の割合が低く なっ たも のと 考

えら れま す． なお， 室内における 2 円筒摩擦試験において， 黒色

皮膜の除去と と も に接線力係数が増

加し ていた 2)こ と から ， 本除去施工

においても 接線力係数は増加し てい

る も のと 推察さ れま す．図 4( c) に示

す地点 C の外軌においては 5 % の減

少にと ど ま っていすが， こ れは地点

C が半径 250 m の急曲線であり ， か

つ 105 mm のカント と 10 mm のス ラ

ッ ク が設定さ れている こ と から ， 除

去装置が内軌側へ移動する こ と で，

外軌側においてレ ール頭頂面中心に

研磨材が十分に接触し ていなかったこ と によ る も のと 考えら れま す． ただし ， 車輪と 主に接触する ゲー

ジコ ーナ側については， 外観観察によ り 黒色皮膜が除去さ れている こ と を確認し ま し た．  

4．  ま と め 

 本研究では， ク エン酸散布機構， 黒色皮膜除去機構およ び水散布機構から 構成さ れる 黒色皮膜除去装

置を開発し ， 黒色皮膜が形成し ている 営業線において， 除去装置を用いて黒色皮膜除去試験を実施し ま

し た． その結果， レ ール頭頂面の外観において， 黒色皮膜の大部分が除去さ れたこ と を確認し ま し た．

ま た， 試験後に膜厚が平均で約 60 % ， 最大で 92 % 減少し ま し た． こ れら の結果から ， 黒色皮膜除去装

置が黒色皮膜を十分に除去する 性能を 持つこ と を実証し ま し た．  
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図 4 黒色皮膜の除去施工における 膜厚測定結果 
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図 3 黒色皮膜の除去施工における

レ ール頭頂面の外観の例 
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